
中小企業地域資源
活用促進法に基づく

が応援するふるさと名物

福岡県東峰村

◎高取焼

◎小石原焼

４００年の歴史が物語る

「用と美と技」の世界

高取焼

小石原焼
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福岡県東峰村

地域の
プロフィール

◆東峰村は、福岡県の中南部に位置し、平成１７年３月２８日に旧小

石原村と旧宝珠山村が合併して誕生した村で、四方を山々に囲まれ、

北は添田町、南は大分県日田市に隣接しています。

春にはシャクナゲ、ゲンカイツツジなどの花々が咲き誇り、初夏に

はホタルが舞う自然あふれる村です。

人口は、２，１３２人、世帯数８７０世帯（平成３１年１月末現在）、高

齢化率は４２．４％、面積は５１．９７㎢で、農業、林業、窯業を基幹

産業としています。

中でも、およそ４００年の歴史を持つ高取焼と小石原焼は県内はも

とより、全国で多くの愛用者がおり、古き伝統技法を継承しながらも、

近年は新しい作品の創作に力を入れるなど、地域の産業の要として

の「地域産業資源」として、更なる活性化に力を入れています。

日本の棚田１００選にも選ばれた
竹地区の棚田



◆高取焼・小石原焼の歩み

ふるさと名物の内容

主な地域資源

窯の中で焼かれる陶器 福岡藩に献上された高取焼 伝統技法の飛び鉋

「綺麗さび」の世界を醸し出す高取焼は、二代目八蔵が寛文５年（１６６５
年）に小石原鼓釜床に開窯し、明治維新まで福岡藩の御用窯として茶器を
専門に製造し献上していました。

また、小石原焼は天和２年（１６８２年）に福岡藩３代目藩主光之が伊万
里より招いた陶工により始められ、高取焼と交流することで現在の小石原
焼が形成されました。その伝統技法には、飛び鉋（かんな）や刷毛目（はけ
め）、流し掛けといったものがあり、その素朴で温かい生活の器は、多くの
人々を魅了し続けています。

このように、「高取焼」、「小石原焼」は地域の産業としての古い歴史をも
ち、福岡県では、「鉱工業品又は鉱工業製品の生産に係る技術」の分野で、
地域産業資源として指定されています。



◆地域の伝統産業としての高取焼・小石原焼

東峰村の基幹産業である高取焼・小石原焼は、様々な機会を通じて、県内
外へその魅力を伝え、多くの人々に愛される「東峰村の伝統産業」として定着

し、発展してきました。

東峰村では、今後も高取焼・小石原焼の周知、ブランド力向上のための支援
を行っていくとともに、産業の保護や商品の開発、販路拡大など地域の産業

資源としてより一層の定着が図られるよう振興を図っていきます。

ふるさと名物の内容

ふるさと名物

登り窯 毎年多くの人でにぎわう「民陶むらまつり」



◆

ふるさと名物の内容

その他

◆伝統を受け継ぎ進化する高取焼・小石原焼

天日干しの様子 多くの陶器が並ぶ

およそ４００年の歴史を持つ、高取焼・小石原焼は、代々受け継がれてきた
伝統的技法を守りながら、地域に根付いてきました。近年は、幅広い年齢層
の方にも受け入れられる作品の創作が若手を中心に行われており、新たなデ
ザイン性の作品も生産されるようになりました。

このように、高取焼・小石原焼は伝統を守りつつも、その時代に受け入れら

れやすい作品づくりに挑戦するなど、伝統を受け継ぎながらも進化する基幹

産業であるといえます。



◆

東峰村の取り組み

◆東峰村の支援策
東峰村では、高取焼・小石原焼を地域の基幹産業としており、その保護と発
展を図るために、陶器協同組合が実施するイベントへの補助や道の駅や小石
原焼伝統産業会館の整備など多方面からの支援を行っています。

民陶むら祭には県内外
から多くの人が訪れる

村の支援策

イベント

東峰村では、毎年春と秋の２回、「民陶むら祭」を開催しており、祭り期間中
は高取焼や小石原焼を求めて県内外から多くの人々でにぎわう、村の一大イ

ベントとなっています。

◆村の一大イベント「民陶むら祭」

民陶むら祭で活気を見
せる会場



◆

東峰村の取り組み

◆全国的な周知活動

東京で開催された「町イ
チ！村イチ！」での様子

福岡市内で開催された
イベントでのPR活動

周知活動

東京都庁で開催された「東京都
全国観光PRコーナー」での様子

全国的な知名度アップを目指して、東峰村では県内外での様々なイベントを
通じて高取焼・小石原焼の展示、販売などのPR活動を行っています。イベント
では、来場者に実際に陶器を「目で見て」、「手に取って」いただき、素朴で繊
細な作品を直接感じていただくことによって、高取焼・小石原焼の魅力を最大
限お伝えできるよう努力を重ねています。


